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社会福祉法人 旭福祉会 



開催日時 令和 6年 4月 12日（金）10時 00分 開会 

 令和 6年 4月 12日（金）11時 00分 閉会 

 開催場所 あさひ園「会議室」 

出 席 者 入居者代表   欠席 

      入居者家族代表 欠席  

     地域住民代表  2名 地域住民代表、民生児童委員、地域住民代表 

      市職員     1名 市民福祉課長 

      施設役員    1名 施設長（管理者） 

      施設職員    1名 事務職員 

欠 席 者 3名 入居者代表、入居者家族代表(2名) 

 

１、開会挨拶 

施設：本日はお集まりいただきありがとうございます。令和 6 年度第 1 回目の開催とな

りました。この会議は概ね 2 カ月に１回の開催となっております。当施設は高齢

者福祉施設ということで引き続き感染予防対策として今年度も会場をふれあいプ

ラザとし、感染症予防対策を行ったうえでの開催とさせていただきたいと思いま

す。 

本日は入居者代表 1 名、ご都合により入居者家族代表 2 名、計 3 名の方が欠席

となっています。引き続き、本日の運営推進会議の主な内容の説明をさせていただ

きます（会議内容の説明を行う）。それではよろしくお願いいたします。 

      

２、議題 

施設：以下のことについて報告を行う。 

 

① 利用状況、職員配置、活動報告、事故等の報告（2月～3月） 

１、令和 6年度 地域密着特養ケア目標 

   ① 優先的な課題とケアの具体的な内容を明らかにするとともに、入居者個々の状況変

化を把握しケアプランに反映させます。  

② 生活歴・価値観等を理解した上でなじみの関係・なじみの空間づくりを行い、穏や

かで心地よい環境を提供します。  

③ 認知症の基本を理解し BPSD（行動・心理症状）を「ニーズ」の表れ、サインととら

え症状の緩和に努めます。  

④ 地域での認知症ケアの拠点作りおよび認知症の人と家族、地域住民、専門職等が集

える場を検討し、地域と一体となった福祉サービスの展開を目指します。 

 

２、入居者情報（令和 6年 3月末現在） 

 ・男性 5名 女性 14名 

 ・旭町 6名 浜田市 10名 江津市 2名 金城町１名 

 ・平均年齢 85.5歳 （前回 85.5歳） 

 ・平均介護度 3.9（前回 3.9） 



・日常生活自立度 Ⅲ（日常生活に支障をきたし介護を必要とする）以上 19名 

・普通食 2 名 中刻み食 2 名 小刻み食 4 名（内心臓食 1 名、腎臓食１名） 極小刻み食

2名 ミキサー食 8名（内糖尿食１名、心臓食 1名） ゼリー食１名 

 

３、職員状況（令和 6年 3月末現在） 

【太陽】 

 ・介護職員 8名 （常勤 3名、嘱託１名、パート 3名、外国人技能実習生 1名） 

【もみじ】 

 ・介護職員 8名 （常勤 2名、嘱託 1名、パート 4名、外国人技能実習生 1名） 

地域密着型介護職員常勤換算 1.74人（実習生含む） 

【看護】 

・兼務職員 7 名 正職員 2 名、嘱託職員１名、パート職員 4 名 内）正看護師 1 名、准

看護師 6名 

 

４、活動（2月～3月） 

・入居者個々に合わせたケアの実施。安全移動できる環境づくり、楽しい時間づくりの実

施。 

 

５、行事（2月～3月） 

 ・喫茶会 1回／月、各クラブ 1回／月、体重測定 1回／月 

ベッド、車椅子点検 1回／月 

 ・節分祭 2/7(水)  

 

６、事故報告 （2月～3月） 合計 1件 

・夜間、居室で転倒する。翌日、外部受診、左大腿骨頸部骨折と診断される。 

 

７、ヒヤリハット報告 （2月～3月） 合計 4件 

・近くにいた利用者の方にコップを投げられた。 

 ・ベッド上で自分の手をグルグル回していた。柵などにぶつかる可能性があるため、柵に

カバーをつけ様子を見ている。 

・夜間の他の利用者に対応中、歩かれる利用者の方が他の方の居室に入りベッド足元に立

っておられた。 

 ・感知センサー反応で訪室すると床に座っておられた。 

 

８、外出支援（2月～3月） 

 ・浜田管内で新型コロナウイルス、インフルエンザなど増加したため外出支援できなかっ

た。 

 

② 令和 6年 2月から令和 6年 3月の入居者、ご家族の声等の報告 

・体調の変化が著しく大変と思いますが、目標に向かっての訓練などを考えて実施しようと 



して下さることに感謝しています。様々な状況に接しながら日々を送らせて頂いているの

も出来る限りの訓練を与えて下さる皆様のお陰です。 

・中々面会に行くことが出来ませんが、落ち着きましたらご連絡します。引き続きゆっくり 

過ごしてくれればと思いますのでよろしくお願いします。 

・あさひ園の皆様にとても良くして頂いていると弟から聞いていますので、何の心配も無く 

有り難い心でいっぱいです。 

・母が大変お世話になっております。帰宅願望で落ち着かないこともあり、お世話になる事

が多く面倒をおかけしていることと思います。認知症はかなり進んでいますが、まだ話を

する事がしっかりできるので今後も定期的に面会に行き、父と夫婦の会話ができればと思

います。                            

 

③ 意見交換 

施設：なにかご意見、ご質問等があればお伺いいたします。 

施設：ご報告ですが、3月 2日に広域型棟において職員のコロナ感染判明により、抗原

検査を実施したところ利用者 3名、他の職員 5名、計 9名の陽性が確認されました。 

    すぐに隔離、ゾーニング等感染まん延予防対策を施し、県、浜田市、保健所等にも

報告しましたが、以降、利用者９名と職員 5 名が感染し、利用者は 6 名の方が入院

となり、残念ながら内 2 名の方が持病等の悪化もありそのまま病院にてお亡くなり

になられました。 

広域型棟では 3 月 7 日以降に新たな感染者の発生はなくようやく落ち着くかとお

もっていたところ、3 月 14 日に今度は地域密着型棟にて入居者の発熱により抗原検

査を行ったところ利用者 4 名、職員 1 名の計 5 名のコロナ感染が確認されました。

こちらは職員が別ルートから持ち込んだものと思われます。ユニット棟は全室個室

なこともあり、幸いにも以降の感染はありませんでした。3 月 18 日には広域型棟の

解除、3月 25日には地域密着型棟も解除となり、ようやく収束となりました。（写真

を使い、ゾーニングや感染対策方法等を説明する）この間、感染した職員は最低でも

5日間は自宅での待機となるため、残った職員で勤務をまわさなければならず、残業

や特に夜勤などは連続で行わなければならない等過剰勤務となりました。また、マス

ク、ガウン、使い捨て食器等、大量の感染予防対策資材購入とその使用後の廃棄に伴

う大量のごみが発生し、通常のごみ倉庫では入りきらなくなり、専門業者に別途回収

を依頼し、こちらにも相当の費用がかかりました。 

   地域：そういった資材など県や市からの補助はないのですか。 

   施設：今回のクラスター発生で市や保健所からいただいたものもありますし、それ以

前にも国や県からマスクやガウンなどをいただいておりましたが、それではとても

足りず、買い出しや注文して翌日には届くインターネットでの購入もかなり行いま

した。またこの件に関しては別だてで介護サービス提供体制確保事業という施設で

のコロナ感染下における体制に対する補助金がこの令和 6年 3月 31日までとなって

いてこちらの対象となりますので申請予定です。 

   施設：ご報告をもう１点、以前よりこの運営推進会議において、厨房の給食業務につ

いてお話をさせていただいておりましたが、人手不足や調理作業の簡略化、また費



用面等の兼ね合いでこの 2 月から日清医療食品のセントラルキッチン化によるモバ

イル型の食事提供へと変更させていただいております。基本的には京都にある工場

にて加工調理されたものが配達され、施設ではご飯と汁物を除く、加熱、開封、盛り

付けといった作業だけとなります。味の方は均一化され、概ね利用者様にも好評の

ようです。ただし、以前から行っていた利用者様の好みによる誕生日食の提供はで

きなくなりました。これによりいわゆる人件費部分の業務委託費は下がりましたが

食費となる一食当たりの単価については上がった形となっています。 

  地域：先ほどの食事形態にありましたが、普通食の方は 2 名しかおられないので刻み食

やミキサー食などそのほかの方の対応が大変ではないですか。 

  施設：モバイルは普通食とミキサー食の状態で納品されます。刻みや小刻みに関しては

普通食を利用者別に合わせて当厨房において刻み加工しています。備蓄食に関して

は缶詰や保存食が別にあります。但し、モバイル型に変わったことにより配送に伴

う段ボールや保冷材などの資材が返却ではなく施設において破棄となっているので

その量もかなりあり、処分に困っています。 

  地域：ここ数日は気温の変化が激しく入所者の体調管理も大変でしょう。 

  施設：陽気がよくなってきて先日は利用者様と一緒にあさひ園周辺に車いす等で花見に

出かけています。 

  施設：続いての報告ですが来週から島根県の令和 5 年度省エネ対策事業補助金を活用し

て地域密着型棟天井の高い部分にある電球や居室の蛍光灯等を LED 化します。もう

すでに機器が古く、電球だけではなくトランスの故障により LED に交換している所

も何か所かあります。ただしこの補助金では施設全部とまではいかないので利用者

の居室やよく使うところを優先して行います。現在の直管蛍光灯の製造と輸出入が

2027年末までに禁止されることが決まっていて、2026年末での製造・輸出入禁止が

既に決まっている電球形＆コンパクト形蛍光灯と合わせ、全ての一般照明用蛍光灯

の製造終了となります。 

  地域：そうなんですか。知りませんでした。こういったことは行政の方からも一般住民

へもっと告知をお願いしたいです。 

  施設：LED化にすることで機器の寿命も長くなり電気代も安くなります。昨年行ったエア

コンの更新も更新前より１割強、金額にして 300万円程度削減できています。 

  地域：面会についてはどうなっていますか。 

  施設：四月から面会ブースでの予約面会を再開しています。看取りの利用者様について

は施設内居室で行っていただきます。また、4 月 21 日には家族会を行います。3 月

にはコロナ発生により面会を中止していたので 4 月の面会予約は多くなっています。 

     別件ですが、今年の 10月には現在の保険証が廃止となり、以後、マイナンバーカ

ードと紐づけて使うようになるとのことですが、そうなると施設ではマイナンバー

カードを預かるわけにもいかず、また受診の際に必要となると暗証番号等いろいろ

問題がでてきます。 

  地域：たしかに自分のマイナンバーカードはすでに作っていますが、親に関してはまだ

作っていません。高齢者や一人暮らしの方など、歩けない等の身体状態の方もおら

れたり交通の手段がなかったりと、なかなか市役所に連れていき、手続きを行うの



も難しいです。 

施設：あさひ園でも利用者のご家族が遠方だったり、手続きにも同意が必要だったりと

なかなか全員にとなると敷居が高いです。 

 

３、次回開催予定日及び議題 

①予 定 日 感染予防対策の観点から次回開催日は概ね 2 ヶ月以内のうちに連絡調整し、

開催予定とする。 

②予定議題 ・令和 6年 4月からの活動報告、事故等の報告 

     ・運営に関する意見交換 

 

４、その他 

施設：会議においての議事録は個人情報を伏せた上であさひ園ホームページ上に公開さ

せて頂いていますのでご了承、ご確認ください。 

    

５、閉会挨拶 施設より閉会の挨拶を行う。                    

 

以上 


